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Mexiletineの臨床効果および

その消化器系副作用の対策について
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Ｉ対象と方法緒言

Mexiletine（ＭＸ）は，VaughanWilliams分

類のＩｂに属する抗不整脈薬で，血中半減期が

長いこと')，経口投与でも有効であることから，

主に心室性不整脈の治療に広く使用されてお

り，その有効性に関する報告も数多い2~7)。し

かしながら，本剤にはいくつかの副作用が報告

されており，中でも消化器系副作用（上腹部不

快感，嘱気，食欲不振など）は日常診療上遭遇

することは稀でなく6,7)，不整脈に対しては有

効でありながら消化器症状のために減量あるい

は中止を余儀なくされる場合も少なくない。

今回われわれは，心室性期外収縮（VPC）に

対するＭＸの有用性について，おもに24時間

連続心電図（ホルダー心電図：ＤＣＧ）を用い

検討するとともに，消化管粘膜表面麻酔薬オキ

セサゼイン(ｏｘ)および消化管運動改善薬マレ

イン酸トリメプチン(ＴＭ）の消化器症状に対す

る予防効果について検討したので報告する。

昭和60年10月から62年３月までの１年６ヵ月

間に旭川医科大学第一内科に入院あるいは外来

通院した患者のうち，ＤＣＧで1000個/24時間

以上のＶＰＣが確認されたものを対象とした。

ただし，①ＮＹＨＡⅢ度以上の心不全，②第

Ｉ度以上の房室ブロックおよび洞不全症候群，

③急性心筋梗塞，④妊婦および授乳中の女

性，⑤その他，主治医が不適当と認めた患者，

のいずれかの項目に該当する患者は除外した。

なお，性別は問わず，年齢は15歳以上とし，試

験期間中は入院・外来の変更を行わないことと

した。

２ 試 験方法

１）使用薬剤

①メキシチール⑧50カプセル（ＭＸ５０ｍｇ含

有）およびメキシチール⑧100カプセル(100

ｍｇ含有）
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